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駅北ラボデザインミーティング

ラボのこれまでの活動報告
まちづくりとコミュニティ形成



糸魚川の駅北エリアを一つの舞台としながら活動する個人・
団体が集まれる場です。
活動の実践により重きをおき、新たな人材等と情報を共有し、
協働できる家族を生み出す場を作ります。
アイデアの種（＝０.１）だったものを育てて結実させる（＝
１０）ことを目指します。

WHAT’S





糸魚川駅北エリアの未来に向けて、それぞれのアイデアや
活動を深掘りし、つながり、伸ばす場として２か月に１回、
まちづくりに必要な知恵をインプットし、各自に必要なア
ウトプットを行う「糸魚川駅北ラボ」を開始します

駅北デザインミーティング マネージャーチーム

#糸魚川もっと、おもしろくなるから



itoigawa_ekikita_labo

情報発信プロジェクト

動きを伝えるメディア運営を！

公式note 公式Instagram

＠itoigawa_ekikita_labo



８記事→22記事の投稿
各会の様子＋マネージャーの自己紹介など
駅北ラボ参加時の予習に役立てる
キーワードを散りばめておく

公式noteの活用



インスタグラムによる情報発信

投稿63件→105件
フォロワー115人→154人

・毎回フィード投稿だけでなく
ストーリー投稿も実施
・各会の様子も投稿する
・ラボ参加者候補をフォローする等



実践者の多くは黎明期から成熟期へと移行し、
「コロナ禍」「お金」「広報」
の悩みが多いと仮説を立てた
→この悩みは実践者の共通の課題である。

インプット アウトプット
スラック

コミュニティ化

ラボの中で実施

ラボ後

VOL.001+VOL.002を終えて、
・積極的な情報発信により、新規の当事者へのアプローチに成功し、活動の機運を高めることができた
・各実践団体の課題は多岐に渡り、個別での対応の方が今年度での実践のために即効性が高い
・VOL.3からの違った形式での駅北ラボ運営を実施するが引き続き情報公開プロジェクトは進める







1. コミュニティ「運営支援」ニーズ増大

今まで、コミュニティの関係者は「運営者」と「参加者」で成り立っていました。
しかし2020年は、コミュニティ運営者の「支援者」という第3の存在が出てくる
と考えています。

支援者は人である場合もあるし企業である場合もありますが、この運営
支援ニーズの増大が2020年顕著になるのではないかと思ってます。



例えば、町内会のように地域軸で集まるクローズドなコミュニティもあれば、同じ
趣味を共有するような関心軸で集まるオープンなコミュニティもあります。
色んな形のコミュニティがあって良いんですが、マーケティングという概念の元で
は、右上の関心軸で集まる「成長するコミュニティ」を対象とすることになります。



リーチするだけであれば、もしかしたらベンダーの方から、マスマーケティング
のように広告を打ったり、メールマーケティングしてもいいかもしれません。
一方でこういった施策は倒す力（≒説得力、エンゲージ力）が弱くなってしまう。
コミュニティにいるファンの方を通じて、近しい人に直接良さを伝えることで、
単にリーチするだけではなくて倒す力が非常に強くなるのです。



2. コミュニティの幻滅期が始まる！？

ニーズが大きくなると必ず生じることですが、コミュニティの幻滅期が始まる
のではないかと考えています。

これはハイプサイクルとして有名ですが、新しいテクノロジーが出てくると過度な期待をしてしまうことが往々にしてあります。
その後は、期待値が正しく設定されて普及期に入りますが、現在のコミュニティ施策は過度な期待のピーク期に差し掛かりつつあるの
ではないかなと思います。
この一番大きな背景は、なぜコミュニティをやるのか・戦略的な位置づけなど初期設定が出来ていないままコミュニティを始める方が
多くいることにあります。
短期的なリターンを求める人があまり上手くいっていないと結論づけると、失敗例が量産される。
これは決して悪いサインではなくて多くの方が期待している現れです。
この中できちんとやれば沢山の成功例も出てくるので、この成功例をどうやって出していくのかが今年の鍵になると考えています。



3. カスタマーサクセスにおけるコミュニティの役割が増大

ハイタッチはカスタマーサクセスする力が強いですが、全員のお客さんにハイタッ
チをすることはできない。なのでテックタッチ的な方法を使ってリーチを高めよう
とする。しかしリーチを高めると、人が直に接することが少ないので伴走力が弱く
なる。多くの人に接点があるのに成功させるのが難しくなることがよく起こりがち
です。

既存顧客だけではなく新規顧客をリーチするという意味ではコミュニティは非常に
マッチし易くなり、カスタマーサクセスの人にとって望ましい形になるのではない
かと思います。



ミライト完成作品・・・無料
プロセスや過程・・・・有料



プロセスデザイン

現在地

ゴール

まちのコンテンツ
（嘘虚構ではなく事実）

登り方＝戦略

・誰に
・何を
・どう

エリアビジョン
（多くの人が共感する）

少数派
大賛成



誰に？をちゃんと決めるだけ

≠勢い・盛り上がり
≠思いつき
≠モノマネ（劣化コピー）
≠嘘・虚構

＝まちのコンテンツを丁寧に読み解く

オススメの作法



頼むぞ！


